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はじめに
氷床コアは過去の地球環境シグナルを
高分解能で解析できる試料として使用さ
れている．それは陸域や海洋域から季節
毎に運ばれる物質が降雪と共に堆積し，
凍結状態で保存されているからである．
カムチャッカ氷冠は北東シベリアやオホ
ーツク海に隣接しているために，そこで
発生する環境イベントのシグナルを保存
している有力なところである．また，アラ
スカやカナダの氷冠は北東シベリアや中
国・乾燥域の偏西風の風下にあたり，特に，
アジア乾燥域から運ばれる黄砂はそれら
のコアに明確に記録されている．本研究
計画における氷コア研究では，過去約
1000年間の自然，及び人為環境シグナル
の変遷をコア記録から復元し，それらが
人間活動やシステムの変化とどのように
関わっているかを明らかにすることを目
標としている．ここでは，まず，これらの
氷冠から採取される氷コアの解析からど
のような環境シグナルが得られ，また，ど
のような環境シグナルとその変動の復元
が期待されるかについて述べる．
氷河コアから得られるシグナル
1. 気候・人為環境シグナル
氷コアから過去の気温を推定するため
に，氷の酸素同位体組成比（8180）が使
われる．これによって気温の季節変動を
復元でき，それから年間酒養量変動など
を求めることができる．
図・1は，カムチャッカ半島のウシュコ
フスキー氷冠コアで測定された年平均酸
素同位体比とその変動を基本として年層
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を推定して求められた年瀬養量を，そし
て，年平均Ni甘ateイオンの過去 170年間
の変動を示したものである（Shiraiwaand 
Tchoumitchev: 2002) . 8180はそれぞれ気
温変化と低気圧活動の指標であり，化学
成分イオンは人為起源の汚染シグナルを
意味する．この図から酒養量は細かな
変動はあるものの明瞭な長期変動は見ら
れない．一方， 19世紀から 20世紀にかけ
て気温の上昇と周期的な降水量変動が見
られる．また，人為汚染として 1860年以
降Nitrateイオンの増加が見られる． 図・2
に，この年間瀬養量とカナダ・ローガン
山コアの年間瀬養量の変化を示した（白
岩山口： 2002Holdsworth et al.: 1992 ) . 
1年の移動平均をとった太線の変動を見
ると， j函養量はそれぞれ数十年の変化が
見られる．しかも，両者は逆相関的に変
化している．これは海洋における北太平
洋振動の周期(PDO）とほぼ一致し，両者
のj函養量変化は密接に海洋と関係してい
ることが推測できる（立花：本会報）．こ
のことから，現在の数年間の気象データ
等による気候変動現象解析を氷コアデー
タを使って，更に過去数十年間の変動に
さかのぼってそれを推定できる可能性が
ある．
2. 乾燥域からの黄砂
中国乾燥域から発生した黄砂はオホー
ツク海を含む北太平洋の広い範囲を通っ
てアラスカや北カナダそしてグリーン
ランド氷床にまで達する．図－3はグリー
ンランド・ Site-Jコアの固体微粒子濃度と
中国における黄砂発生頻度とを比較した






